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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年２月期第３四半期 277 59.2 △111 － △121 － △123 －

2025年２月期第３四半期 174 △74.3 △159 － △149 － △163 －

（注）包括利益 2026年２月期第３四半期 △123百万円（－％） 2025年２月期第３四半期 △163百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年２月期第３四半期 △22.36 －

2025年２月期第３四半期 △30.22 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年２月期第３四半期 1,511 △164 △10.9

2025年２月期 792 △40 △5.1

（参考）自己資本 2026年２月期第３四半期 △163百万円 2025年２月期 △40百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2026年２月期 － 0.00 －

2026年２月期（予想） 0.00 0.00

１．2026年２月期第３四半期の連結業績（2025年３月１日～2025年11月30日）

（注）当社は、2025年10月24日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年２月期の連結業績予想（2025年３月１日～2026年２月28日）

2026年２月期の業績予想につきましては、開示が可能となった時点で速やかに開示いたします。

なお、詳細につきましては、「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧

ください。
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①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年２月期３Ｑ 5,652,000株 2025年２月期 5,652,000株

②  期末自己株式数 2026年２月期３Ｑ 108,231株 2025年２月期 108,231株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年２月期３Ｑ 5,543,769株 2025年２月期３Ｑ 5,399,394株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2025年10月24日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均

株式数」を算定しております。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　　資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す
　　る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
　　様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予測のご利用に当たっての注
　　意事項等については、添付資料P.３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」
　　をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、企業業績の回復を背景とした設備投資の増加や賃上げの浸透

によって個人消費の持ち直しも見られ、景気は緩やかに回復いたしました。一方で、物価高への継続した懸念に加

え、地政学リスクの長期化や米国の通商政策による世界経済への影響など、依然として先行き不透明な状況が続い

ております。このような環境下で、当社グループは将来の成長を見据えた新たな収益基盤の構築が急務であると認

識しております。

　かかる認識のもと、当社グループは、企業価値の向上を図るため、2025年４月17日の臨時株主総会にて、新経営

体制へと移行いたしました。新経営体制では、既存事業の強化はもとより、新たな事業分野へ積極的にチャレンジ

をしたいと考えており、具体的には、不動産投資事業、ホテル・分譲マンション等の開発事業、太陽光発電・蓄電

池等の再生可能エネルギー事業、信託受益権売買等の不動産流動化事業を検討しております。またその一環とし

て、2025年６月30日に系統用蓄電池用地および権利を購入いたしました。

　このような状況のもと、当社グループは、既存事業である賃貸・管理事業（商業施設の賃貸、時間貸し駐車場の

運営）、デベロップメント事業（宅地及び建売物件ならびに中古戸建のリフォームの販売）に注力しながら、新た

な事業を検討してまいりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高277,650千円（前年同期比59.2％増）、営業損失111,263

千円（前年同期は営業損失159,602千円）、経常損失121,242千円（前年同期は経常損失149,477千円）、親会社株

主に帰属する四半期純損失123,958千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失163,176千円）となりまし

た。

　セグメント別経営成績は、次のとおりとなります。（なお、セグメント別の売上高にはセグメント間の内部売上

高又は振替高が含まれております。）

①開発・販売事業

　開発・販売事業は、当社において潜在価値を引き出すことが可能な用地を取得し、物件毎に地域特性や立地環

境に最適な企画を付加し、分譲マンションや商業施設の開発または宅地開発を行う「デベロップメント事業」と

他のデベロッパーが開発した物件を１棟または区分所有で購入し、これを効率的・効果的な販売手法をもって再

販する「リセール事業」があります。

　「デベロップメント事業」については、2025年10月に購入した埼玉県深谷市の系統用蓄電池用地及び発電設備等

への送電系統に係る権利につき、同月中に売買契約を締結し、引渡しまで完了いたしました。

　「リセール事業」については、栃木県宇都宮市（11区画）の宅地に加え、新たに愛知県岩倉市（１区画）の販売

を行いましたが、契約・引き渡しには至らず、当第３四半期連結会計期間において売上高は計上できませんでし

た。また、2023年８月に仕入れた神奈川県横浜市保土ヶ谷区（９区画）の開発物件については、引き続き販売に向

け準備を進めております。

　この結果、売上高は127,054千円（前年同期比867.1％増）、セグメント利益は1,781千円（前年同期はセグメン

ト損失11,063千円）となりました。

②賃貸・管理事業

　現在当社は、北海道苫小牧市の商業施設及び神奈川県川崎市高津区の土地を所有しており、当該物件の賃貸を

行っております。また2024年４月より、新たな事業として、時間貸し駐車場事業を開始しております。

　この結果、売上高は143,863千円（前年同期比7.0％減）となり、セグメント利益は2,588千円（前年同期はセグ

メント損失25,420千円）となりました。

③不動産コンサルティング事業

　前連結会計年度より開始した不動産コンサルティング事業は、デベロップメント事業やリセール事業を長年に

わたり展開してきたノウハウを活かし、旧来の相場を基準とした売り手と買い手を繋ぐだけの仲介ではなく、そ

れぞれの不動産が持つエリアや立地特性などを多様な視点で分析し、また専門的な知見・技術や独自のネットワ

ークを有すパートナーとの提携により、それぞれの不動産が有す潜在的な価値を最大限まで引き出し、最良な価

格で取引を実現することをコンセプトとしております。

　当第３四半期連結累計期間においては、相談事案はございましたが、成約には至らなかったため、売上高並びに

セグメント利益を計上しておりません。（前年同期の売上高及び営業利益はありません。）

　なお、不動産コンサルティング事業における原価及び販管費について、現時点では人件費のみを想定しており

ましたが、当第３四半期連結累計期間においては、開発・販売事業及び賃貸・管理事業と兼務であり、不動産コン

サルティング事業単独で人件費を計上しなかったため、売上高とセグメント利益は同額となっております。

④その他

　「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主として店舗運営事業及び不動産仲介

事業であります。
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　店舗運営事業につきましては、神奈川県横浜市中区（１物件）、北海道苫小牧市（１物件）の２物件において、

連結子会社の株式会社リユニオンが店舗運営事業を行っております。

　この結果、売上高は11,608千円（前年同期比0.9％減）となり、セグメント損失は235千円（前年同期はセグメン

ト損失805千円）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第３四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末に対し719,134千円増加の

1,511,151千円となりました。これは主に現金及び預金の減少190,933千円及び仕掛販売用不動産の増加917,427千

円によるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に対し843,093千円増加の1,675,568千円となりました。これは主に短期借入金の

増加830,000千円及び工事未払金の増加51,710千円によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に対し123,958千円減少の△164,416千円となりました。これは主に親会社株主に帰

属する四半期純損失の計上によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、現時点では適正かつ合理的な算定が困難であることから未定としております。

　なお、連結業績予想の開示が可能となった時点で速やかに公表いたします。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、前連結会計年度まで２期連続となるマイナスの営業キャッシュ・フローを計上し、当第３四半

期連結累計期間においてもマイナスの営業キャッシュ・フローを計上しております。また前連結会計年度におい

て、親会社株主に帰属する当期純損失を計上したことにより債務超過となったことから、継続企業の前提に疑義を

生じさせる事象又は状況が存在しているものと認識しております。

　このような事象又は状況を解消するため、既存事業の強化並びに新規事業を展開していくことで収益改善に努

めてまいります。またその過程において、財務健全性を確保しつつ、新規事業を着実に実行するため、自己資金

や借入による資金調達に加え、必要に応じて増資を含む多様な資金調達手法を機動的に検討し、企業価値の最大

化に繋がる資本政策を遂行してまいります。

　資金面においては、当第３四半期連結会計期間末において135,593千円の現金及び預金の残高を有しており、当

面の事業資金を確保していることから当社グループの資金繰りに重要な懸念はありません。

　以上のことから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断しておりま

す。

- 3 -

株式会社エスポア（3260）2026年２月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 326,527 135,593

売掛金 24,566 14,809

有価証券 － 70,000

販売用不動産 77,069 33,128

仕掛販売用不動産 88,200 1,005,628

その他 26,917 17,029

流動資産合計 543,280 1,276,189

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,151 9,020

工具、器具及び備品（純額） 56,077 43,532

土地 176,881 176,881

有形固定資産合計 243,110 229,434

無形固定資産 771 771

投資その他の資産

その他 4,854 4,756

投資その他の資産合計 4,854 4,756

固定資産合計 248,736 234,962

資産合計 792,017 1,511,151

負債の部

流動負債

工事未払金 100 51,810

短期借入金 － 830,000

１年内返済予定の関係会社長期借入金 14,400 14,400

未払消費税等 － 1,094

その他 56,054 35,090

流動負債合計 70,554 932,395

固定負債

長期借入金 2,500 －

関係会社長期借入金 712,900 702,100

長期預り敷金保証金 39,906 34,522

資産除去債務 6,613 6,549

固定負債合計 761,919 743,172

負債合計 832,474 1,675,568

純資産の部

株主資本

資本金 993,126 993,126

資本剰余金 146,126 146,126

利益剰余金 △1,163,167 △1,287,125

自己株式 △16,542 △16,542

株主資本合計 △40,457 △164,416

純資産合計 △40,457 △164,416

負債純資産合計 792,017 1,511,151

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2024年３月１日
　至　2024年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年11月30日)

売上高 174,386 277,650

売上原価 205,807 258,413

売上総利益又は売上総損失（△） △31,421 19,236

販売費及び一般管理費 128,180 130,500

営業損失（△） △159,602 △111,263

営業外収益

受取利息 35 236

受取保険金 4,192 －

違約金収入 3,980 4,992

設備売却益 12,977 －

その他 992 1,211

営業外収益合計 22,178 6,440

営業外費用

支払利息 6,644 8,404

支払手数料 4,500 －

訴訟和解金 － 8,000

その他 908 14

営業外費用合計 12,053 16,418

経常損失（△） △149,477 △121,242

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 350

固定資産売却益 － 1,569

特別利益合計 － 1,919

特別損失

減損損失 － 3,869

固定資産除却損 2,933 －

投資有価証券評価損 9,999 －

特別損失合計 12,933 3,869

税金等調整前四半期純損失（△） △162,410 △123,191

法人税、住民税及び事業税 765 766

法人税等合計 765 766

四半期純損失（△） △163,176 △123,958

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △163,176 △123,958

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2024年３月１日
　至　2024年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年11月30日)

四半期純損失（△） △163,176 △123,958

四半期包括利益 △163,176 △123,958

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △163,176 △123,958

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年３月１日

至　2024年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年３月１日

至　2025年11月30日）

　減価償却費 10,105千円 9,806千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱い

に従っております。これによる、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期連結会計期間及び前連結会計年度については遡

及適用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。これによる、前年四半期及び前連結会計年度

の連結財務諸表に与える影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

開発・販売

事業

賃貸・管理

事業

不動産コン

サルティン

グ事業

計

売上高

(1）外部顧客への

売上高
13,137 149,534 － 162,671 11,714 174,386 － 174,386

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 5,166 － 5,166 － 5,166 △5,166 －

計 13,137 154,701 － 167,838 11,714 179,552 △5,166 174,386

セグメント損失

（△）
△11,063 △25,420 － △36,484 △805 △37,289 △122,312 △159,602

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2024年３月１日　至2024年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主として店舗運営事業及び不動産仲

介事業であります。

２．セグメント損失（△）の調整額△122,312千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△125,585千

円及びセグメント間取引消去3,272千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

３．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

開発・販売

事業

賃貸・管理

事業

不動産コン

サルティン

グ事業

計

売上高

(1）外部顧客への

売上高
127,054 138,987 － 266,042 11,608 277,650 － 277,650

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 4,875 － 4,875 － 4,875 △4,875 －

計 127,054 143,863 － 270,917 11,608 282,525 △4,875 277,650

セグメント利益

又は損失（△）
1,781 2,588 － 4,369 △235 4,134 △115,397 △111,263

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2025年３月１日　至2025年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主として店舗運営事業及び不動産仲

介事業であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△115,397千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

△118,670千円及びセグメント間取引消去3,272千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「賃貸・管理事業」セグメントにおいて、売却予定資産の回収可能価額が帳簿価額を下回ったため、帳

簿価額を回収可能価額まで減額しております。なお、当該減損損失の計上額は、3,869千円であります。

（重要な後発事象の注記）

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年１月14日

株式会社エスポア

取締役会　御中

監査法人アリア

東京都港区

代表社員
業務執行社員

公認会計士 茂木　秀俊

業務執行社員 公認会計士 萩原　眞治

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社エスポアの2025年３月１日から2026年２月28

日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年９月１日から2025年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期

間（2025年３月１日から2025年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社名古屋証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

その他の事項

　会社の2025年2月28日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2025年1月14日付けで無限定の結論を表明しており、

また、当該連結財務諸表に対して2025年5月29日付けで無限定適正意見を表明している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載

の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において

一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定

める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す

る責任がある。

- 10 -

株式会社エスポア（3260）2026年２月期　第３四半期決算短信



（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

　続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

　度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

　られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社名古屋証券取引所の四半

　期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基

　準（ただし、 四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成さ

　れていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認

　められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確

　実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的

　結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいている

　が、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

　及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

　基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められ

　ないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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